
指定管理者施設管理評価シート（Ｈ18） 部 保健福祉部 課 高齢福祉課 
施設名 特別養護老人ホーム三ノ輪 指定管理者の名称 （福）台東区社会福祉事業団 
１．指定管理者の概要（業務内容、指定管理者施設、経営の状況） 
【概要】台東区社会福祉事業団は、台東区の児童及び高齢者福祉の充実を図るため、台東区が出資して 
    １９８６（昭和６１）年１０月に設立した社会福祉法人である。 
【事業内容】児童部門…児童館（７）、こどもｸﾗﾌﾞ（１３） 
      高齢者部門…特別養護老人ﾎｰﾑ（３）、高齢者在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ（４）、地区ﾃﾞｲﾎｰﾑ（２）、 
            ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝ（１）、在宅介護支援ｾﾝﾀｰ（３）、老人保健施設（１）、 
            老人福祉ｾﾝﾀｰ（１）、老人福祉館（３）              の運営 
【経営の状況】（17年度決算ベース） 
  〔社会福祉事業会計〕歳入 2,454,919,911円、歳出 2,310,246,072円、収支差額 144,673,839円 
  〔公益事業特別会計〕歳入  344,134,864円、歳出  296,549,026円、収支差額 47,585,838円 
２．施設の概要（施設の所在地・規模等、施設によるサービス提供の概要・特徴、入所者数・対象者数等） 
【所在地】台東区三ノ輪１－２７－１１    【開 設】平成６年６月１日 （１２年経過） 
【建物概要】延べ床面積 ９６１７㎡のうち４６０４㎡ 三ノ輪福祉センター内 

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造地上９階地下２階のうち地上８階～地下２階部分 
 倉庫、駐車場（共用）、売店、ﾘﾊﾋﾞﾘ室、浴室（機械浴、一般）、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ室、居室、静養室など 

【入所定員】６３名 
【職員数】５８名 
 （内訳）施設長(1)、医師(嘱託 9)、生活相談員(2)、介護支援専門員(3)、栄養士(1)、機能訓練指導員 

(嘱託 3)、事務職員(2)、ｹｱﾜｰｶｰ(常勤 17、短 12)、看護師(常勤 3)、その他(ｱﾙﾊﾞｲﾄ 5) 
３．事業の概要、自主事業 (事業によるサービス提供の概要・特徴、事業の目標(利用者数等) 自主事業) 

【事業の概要】入居者の健康管理、機能訓練、生活介助(食事、介護(排泄援助、入浴援助)、季節行事等) 
       地域･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動支援、年間防災訓練などの事業。併設事業として短期入所生活介護の運営。 
       施設、付属設備及び物品の保全。施設内の清潔整頓、その他環境整備。  等 
【事業の特徴】事業団では、平成１６年３月に「高齢者福祉施設運営方針」を策定。 
       ①利用者本位のサービス提供、②地域福祉機能の充実、③透明性、信頼性の確保、④事業団 

らしさの発揮、⑤自立的、効率的運営の推進 の５つの基本方針を掲げている。 
【事業の目標】平成１８年度稼働率として、特養９５％・短期入所１１５％を目標値とする。 
【自主事業】自主事業は行っていない。 
４．施設の稼動状況（利用実績（利用者数等）、目標値と実績値の比較、施設管理、トラブル事例等） 
【稼働率目標】ベッドの稼働率目標を、特養 95%、短期入所 105%に設定。17年度の実績は短期入所 128.2％。 
【施設管理】平成６年６月１日開設（開設後１２年経過）のため、計画的な保全が必要。 
特養 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 累計 
要介護 1 6 6 6 6 6 6 5 5 5 5 5 5 66 
要介護 2 7 6 5 5 5 5 5 4 3 3 3 3 54 
要介護 3 11 10 11 11 12 12 12 13 13 13 13 13 144 
要介護 4 18 21 20 21 22 22 21 21 19 19 20 20 244 
要介護 5 20 20 21 20 18 18 18 19 21 22 22 21 240 
計 62 63 63 63 63 63 61 62 61 62 63 62 748 

短期入所 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 累計 

実利用人数 29 24 22 23 25 23 25 22 27 26 25 28 299 
延べ利用日数 157 146 141 162 152 155 169 138 166 165 150 171 1,872 
利用率 130.8 117.7 117.5 130.6 122.5 129.1 136.2 115.0 133.8 133.0 133.9 137.9 128.2  
５．予算決算の推移                              （単位：円） 

 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 

負担金補助及び交付金 82,626,000 86,496,000  

料金収入等 267,343,000 258,115,000  
予 
算 

管理経費 349,969,000 344,611,000  

負担金補助及び交付金 85,656,000  

料金収入等 260,657,388  

管理経費 321,180,760  

決 
算 

収 支 25,132,628  
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６．評価項目 

①施設によるサービス提供 
(1)利用時間等の遵守[３]、(2)施設提供のための適正な人員配置[３]、(3) 設備･備品の貸出[３]、(4)利用者の
安全確保[３]、(5)利用承認、案内等の対応と接遇 [３]、(6)苦情等への対応と報告[３]、(7)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･
研修･実際の対応[３]、(8)利用実績[３] 
                               【標準 8項目、本施設は８項目を評価】 
②事業 
(1)施設の目的に沿ってｻｰﾋﾞｽを提供できているか[３]、(2)事業実施のための適正な人員配置[３]、(3)情報提供･
接遇[３]、(4)利用者数等の目標達成[３]、(5)自主事業はｻｰﾋﾞｽ向上に役立ったか[－]、(6)自主事業の利用実績
[－]、(7)苦情等への対応と報告[３]、(8)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･研修･実際の対応[３] 
                               【標準８項目、本施設は６項目を評価】 
③施設の管理 
(1)建物保守管理･設備機器安全確認[３]、(2)個人情報保護[３]、(3)備品の管理[３]、(4)清掃･警備・衛生管理[３]、
(5)指定管理者が行う修繕[３]、(6)省ｴﾈ･省資源･環境配慮[３]、(7)業務の外部委託[３]、(8)震災等への対応[３]、
(9)関係団体･地域との連絡調整[３]、(10)管理記録[３]      【標準 10項目、本施設は10項目を評価】 
④歳入歳出 
(1)管理経費等の縮減、縮減努力[４]、(2)事業経費見直しによる収支改善努力 [３]、(3)利用者増等による収支
改善努力[３] 
                               【標準 3項目、本施設は３項目を評価】 
７．評 価 
 「Ａ＋」 (優 良)：協定等の遵守に加えて、ﾌﾟﾗｽｱﾙﾌｧのｻｰﾋﾞｽ提供、利用者数の顕著な増加等の実績がある。 
 「Ａ」 （妥 当）：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成している。 
 「Ａ－」 (課題あり)：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成しているが、一部に課題がある。 
 「Ｂ」 （要改善）：一部、協定等が遵守できていない、又は不測の事態等により目標に達していない。 
評価の観点 評 価 課    題    等 

①施設によるサー

ビス提供 
Ａ 

良好なサービス提供がなされている。 
 

②事業（区の事業、

自主事業） 
Ａ 

各人の健康状態に合わせ、捕食の工夫や治療食等の対応を行ったり、

嚥下障害のある方には多職種共同による対応をするなど、入居者の状

態や嗜好に即したサービスの提供がなされている。 
 

③施設の管理 
（補修、緊急対応等） 

Ａ 
施設側で対応できる範囲においては良好な管理が行われている。開設

から１２年が経過しており、計画的な修繕などを行っていく。また、

建物屋上の屋上緑化に協力するなど、環境への配慮がうかがえる。 

④歳入歳出 Ａ 
人件費や業務委託費の削減により、管理経費を縮減できている。 
 
 

⑤総合評価 Ａ 
概ね良好である。 
 
 

８．課題への対応 
施設管理の面においては、計画的な修繕・保全に努めていく。また、屋上緑化についても、環境への配慮

から引き続き保守・管理を適切に行い、良好な状態を維持していく。短期入所については目標値を大幅に

上回っているため、引き続いて良好なサービスを提供していく。 
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指定管理者施設管理評価シート（Ｈ18） 部 保健福祉部 課 高齢福祉課 
施設名 特別養護老人ホーム台東 指定管理者の名称 （福）聖風会 
１．指定管理者の概要（業務内容、指定管理者施設、経営の状況） 
【概要】社会福祉法人聖風会は、多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう創意工夫

することにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地域社会において営むことができるよ

う支援することを目的として、昭和３０年１月６日に設立した社会福祉法人である。 
【業務内容】{１}第一種社会福祉事業：特別養護老人ホーム（５施設）・軽費老人ホーム（１施設） 

{２}第二種社会福祉事業：高齢者在宅サービスセンター（８施設）・短期入所（５施設）・支援セ
ンター（５施設）・ヘルパーステーション（２施設） 

{３}公益を目的とする事業：ケアマネジメントセンター（８施設） 
【経営の状況】[社会福祉事業会計]歳入 3,815,883,614円 歳出 3,549,024,683円 収支差額 266,858,931円 
(17年度決算)  [公益事業会計]歳入 84,343,949円 歳出 72,378,388円 収支差額 11,965,561円 
２．施設の概要（施設の所在地・規模等、施設によるサービス提供の概要・特徴、入所者数・対象者数等） 
【所在地】台東区台東１－２５－５ 【開 設】平成１３年６月１日 （５年経過） 
【建物概要】延べ床面積 ２１２３６㎡のうち３３５２㎡ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 地上１４階地下２階のうち４階･

５階部分 居室、個室、食堂、浴室、ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ、医務・看護室など 
【入所定員】５０名 
【職員数】５１名（平成１８年４月現在） 
 （内訳）施設長（１）・事務（１、ﾊﾟｰﾄ１）・栄養士（１）・生活相談員（１）・看護師（３）・介護支援専門

員（２、兼務）・機能訓練指導員（３、兼務）・ｹｱﾜｰｶｰ（２０、ﾊﾟｰﾄ１４）・医師（嘱託７）・その他ﾊﾟｰﾄ（２） 

３．事業の概要、自主事業 (事業によるサービス提供の概要・特徴、事業の目標(利用者数等)、自主事業) 

【事業の概要】入居者の日常生活援助（食事、排泄、入浴等の介護）、健康管理、機能訓練、環境整備、レク

リエーション、季節行事の実施。地域行事（夏休み子供祭り、地域ふれあい祭り）の支援、

防災訓練の実施。併設事業として短期入所生活介護（10床）の運営を行い日常生活援助（食
事、排泄、入浴等の介護）、レクリェーション、（行事の参加）、利用時の送迎を行う。施設、

付属設備及び物品の保全。施設内の清潔整頓、その他環境整備。  等 
【事業の特徴】法人の運営理念（①相手の立場で見る・聴く・考える ②相手の笑顔・自分の笑顔 ③その

人がその人らしく生きること）に基づき、ユニット的ケアに取り組み、一人ひとりの状態に

合わせたサービスを提供する。 
【事業の目標】平成 18年度稼働率、特養 95%、短期 100%を目標値とする。【自主事業】自主事業は行っていない。 
４．施設の稼動状況（利用実績（利用者数等）、目標値と実績値の比較、施設管理、トラブル事例等） 
【稼働率目標】ベッドの稼働率目標を、特養 95%、短期入所 100%に設定。17年度の実績は短期入所 114.4％。 
【施設管理】平成１３年６月１日開設から５年経過。設備や備品について、適切な保守管理により、予防的

な保全が必要。 
特養 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 累計 
要介護 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
要介護 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
要介護 3 9 9 8 8 8 8 9 9 9 9 9 9 104 
要介護 4 23 23 22 22 23 23 23 21 24 24 24 23 275 
要介護 5 18 18 20 19 19 19 18 19 16 17 17 17 217 
計 50 50 50 49 50 50 50 49 49 50 50 49 596 

短期入所 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 累計 

実利用人数 56 52 54 57 49 53 52 52 52 55 41 54 627 
延べ利用日数 347 332 354 377 327 351 354 374 374 362 304 353 4,209 
利用率 115.7 107.1 118.0 121.6 105.5 117.0 114.2 114.2 120.6 116.8 108.6 113.9 114.4  
５．予算決算の推移                              （単位：円） 

 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 

負担金補助及び交付金 53,699,000 55,831,000  

料金収入等 242,398,000 233,573,000  予 算 
管理経費 296,097,000 289,404,000  

負担金補助及び交付金 56,417,000  

料金収入等 257,278,521  

管理経費 283,065,121  
決 算 

収 支 30,630,400  

２
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６．評価項目 

①施設によるサービス提供 
(1)利用時間等の遵守[３]、(2)施設提供のための適正な人員配置[３]、(3) 設備･備品の貸出[３]、(4)利用者の
安全確保[３]、(5)利用承認、案内等の対応と接遇 [３]、(6)苦情等への対応と報告[３]、(7)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･
研修･実際の対応[３]、(8)利用実績[３] 
                               【標準 8項目、本施設は７項目を評価】 
②事業 
(1)施設の目的に沿ってｻｰﾋﾞｽを提供できているか[３]、(2)事業実施のための適正な人員配置[３]、(3)情報提供･
接遇[３]、(4)利用者数等の目標達成[３]、(5)自主事業はｻｰﾋﾞｽ向上に役立ったか[－]、(6)自主事業の利用実績
[－]、(7)苦情等への対応と報告[３]、(8)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･研修･実際の対応[３] 
                               【標準８項目、本施設6項目を評価】 
③施設の管理 
(1)建物保守管理･設備機器安全確認[３]、(2)個人情報保護[３]、(3)備品の管理[３]、(4)清掃･警備・衛生管理[３]、
(5)指定管理者が行う修繕[３]、(6)省ｴﾈ･省資源･環境配慮[３]、(7)業務の外部委託[３]、(8)震災等への対応[３]、
(9)関係団体･地域との連絡調整[４]、(10)管理記録[３]      【標準 10項目、本施設は10項目を評価】 
④歳入歳出 
(1)管理経費等の縮減、縮減努力[４]、(2)事業経費見直しによる収支改善努力 [３]、(3)利用者増等による収支
改善努力[３] 
                               【標準 3項目、本施設は３項目を評価】 
７．評 価 
 「Ａ＋」 (優 良)：協定等の遵守に加えて、ﾌﾟﾗｽｱﾙﾌｧのｻｰﾋﾞｽ提供、利用者数の顕著な増加等の実績がある。 
 「Ａ」 （妥 当）：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成している。 
 「Ａ－」 (課題あり)：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成しているが、一部に課題がある。 
 「Ｂ」 （要改善）：一部、協定等が遵守できていない、又は不測の事態等により目標に達していない。 
評価の観点 評 価 課    題    等 

①施設によるサー

ビス提供 
Ａ 

良好なサービスの提供がなされている。 
 

②事業（区の事業、

自主事業） 
Ａ 

良好なサービスの提供がなされている。 
 

③施設の管理 
（補修、緊急対応等） 

Ａ 
施設側で対応できる範囲においては良好な管理が行われている。開設

から５年が経過しており、計画的な保全に努めていく。 
 

④歳入歳出 Ａ 
人件費等の削減により、管理経費を縮減できている。 
 
 

⑤総合評価 Ａ 
概ね良好である。 
 
 

８．課題への対応 
サービスの提供等において、全体的に良好であるため、現在の水準を落とさずに、より一層の向上を図っ

ていく。施設管理の面においては、今後大きな不具合が生じないよう計画的な保全に努めていく。短期入

所については目標値を上回っているため、引き続いて良好なサービスを提供していく。 
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２
指定管理者施設管理評価シート（Ｈ18） 部 保健福祉部 課 高齢福祉課 
施設名 特別養護老人ホーム蔵前 指定管理者の名称 （福）東京援護協会 
１．指定管理者の概要（業務内容、指定管理者施設、経営の状況） 
【概要】社会福祉法人東京援護協会は、時代の要請に基づき先駆的に社会福祉の充実を図るため、昭和２４

年５月に財団法人として設立し、昭和２７年５月に社会福祉法人に組織変更した。 
【業務内容】１．高齢者部門＝特別養護老人ﾎｰﾑ（４施設）、ｹｱﾊｳｽ（１施設）、高齢者在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀ （ー６施設）、 

居宅介護支援事業所（６施設）、在宅介護支援ｾﾝﾀｰ（２施設）、 
地域包括支援ｾﾝﾀｰ（３施設） 

２．障害者部門＝知的障害者更生施設（２施設）、知的障害者授産施設（４施設）、 
身体障害者授産施設（３施設） 

３．その他部門＝措置施設（３施設） 
【経営の状況】（17年度決算ベース） 
〔社会福祉事業会計〕歳入 2,725,263,458円、歳出 2,674,613,067円、収支差額 50,650,391円 
〔社会福祉授産特別会計〕歳入 789,455,181円、歳出 770,262,017円、収支差額 19,193,164円 
〔公益事業会計〕歳入 12,618,403円、歳出 13,353,333円、収支差額 △734,930円 
２．施設の概要（施設の所在地・規模等、施設によるサービス提供の概要・特徴、入所者数・対象者数等） 
【所在地】台東区蔵前２－１１－７ 
【開 設】平成７年５月１日 （１１年経過） 
【建物概要】延べ床面積 ３９３７㎡ 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 地上７階地下２階 
      相談室、居室、食堂、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ室、浴室（機械浴、一般）など 
【入所定員】５０名 
【職員数】３７名 
（内訳）施設長(1)、医師(嘱託 4)、生活相談員(1)、管理栄養士(1)、事務職員(2)、ｹｱﾜｰｶｰ(常勤 17、 

非常勤 8)、看護師(常勤 2、派遣 1) 
３．事業の概要、自主事業 (事業によるサービス提供の概要・特徴、事業の目標(利用者数等)、自主事業) 

【事業の概要】入居者の健康管理、機能訓練、日常生活援助（食事、入浴、排泄）、季節行事、 
余暇活動(ﾃｨｰ･ｻｰﾋﾞｽ、ｸﾗﾌﾞ活動など)、年間防災訓練などの事業。 
施設、付属設備及び物品の保全。施設内の整理整頓、その他環境整備。等 

【事業の特徴】入居者中心の「より質の高いサービス」の提供を目指し、 
①誠実、②専門性、③スピード（相談・依頼・苦情等のスピーディーな対処）、④スマイル、

⑤セーフティー（安全） の「５Ｓ運動」を推進している。 
【事業の目標】年間過稼動率は９５％以上を目指す。ショートスティ事業の開始に向け、東京都へ照会。関

係部署と検討中。 
【自主事業】自主事業は行っていない。 
４．施設の稼動状況（利用実績（利用者数等）、目標値と実績値の比較、施設管理、トラブル事例等） 
【稼働率目標】ベッドの稼働率目標を、95%に設定。 
【施設管理】平成７年５月１日開設（開設後 1１年経過）のため、計画的な修繕・保全が必要。 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 累計 
要介護 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24 
要介護 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 36 
要介護 3 9 9 9 10 10 10 10 10 10 10 10 9 116 
要介護 4 13 14 14 14 14 14 13 13 14 15 15 15 168 
要介護 5 21 21 22 21 21 21 21 21 20 20 20 19 248 
計 48 49 50 50 50 50 49 49 49 50 50 48 592  

５．予算決算の推移                              （単位：円） 
 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 

負担金補助及び交付金 75,664,800 77,684,000  

料金収入等 207,833,200 189,674,000  予 算 
管理経費 283,498,000 267,358,000  

負担金補助及び交付金 77,867,800  

料金収入等 200,270,703  

管理経費 259,182,791  
決 算 

収 支 18,955,712  
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６．評価項目 

①施設によるサービス提供 
(1)利用時間等の遵守[－]、(2)施設提供のための適正な人員配置[３]、(3) 設備･備品の貸出[３]、(4)利用者の
安全確保[３]、(5)利用承認、案内等の対応と接遇 [３]、(6)苦情等への対応と報告[３]、(7)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･
研修･実際の対応[３]、(8)利用実績[３] 
                               【標準 8項目、本施設は６項目を評価】 
②事業 
(1)施設の目的に沿ってｻｰﾋﾞｽを提供できているか[３]、(2)事業実施のための適正な人員配置[３]、(3)情報提供･
接遇[３]、(4)利用者数等の目標達成[３]、(5)自主事業はｻｰﾋﾞｽ向上に役立ったか[－]、(6)自主事業の利用実績
[－]、(7)苦情等への対応と報告[３]、(8)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･研修･実際の対応[３] 
                               【標準８項目、本施設は６項目を評価】 
③施設の管理 
(1)建物保守管理･設備機器安全確認[３]、(2)個人情報保護[３]、(3)備品の管理[３]、(4)清掃･警備・衛生管理[３]、
(5)指定管理者が行う修繕[３]、(6)省ｴﾈ･省資源･環境配慮[３]、(7)業務の外部委託[３]、(8)震災等への対応[３]、
(9)関係団体･地域との連絡調整[３]、(10)管理記録[３]      【標準 10項目、本施設は10項目を評価】 
④歳入歳出 
(1)管理経費等の縮減、縮減努力[４]、(2)事業経費見直しによる収支改善努力 [３]、(3)利用者増等による収支
改善努力[３] 
                               【標準 3項目、本施設は３項目を評価】 
７．評 価 
 「Ａ＋」 (優 良)：協定等の遵守に加えて、ﾌﾟﾗｽｱﾙﾌｧのｻｰﾋﾞｽ提供、利用者数の顕著な増加等の実績がある。 
 「Ａ」 （妥 当）：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成している。 
 「Ａ－」 (課題あり)：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成しているが、一部に課題がある。 
 「Ｂ」 （要改善）：一部、協定等が遵守できていない、又は不測の事態等により目標に達していない。 
評価の観点 評 価 課    題    等 

①施設によるサー

ビス提供 
Ａ 

良好なサービスの提供がなされている。 
 

②事業（区の事業、

自主事業） 
Ａ 

１７年度に第三者評価にて職員の質の向上のための計画策定や、その

計画を踏まえた研修の充実が指摘事項として挙げられていたが、１８

年度には改善されることとなった。 
③施設の管理 
（補修、緊急対応等） 

Ａ－ 
施設側で注意していれば防げる不具合が見受けられる。開設から１１

年が経過しており、日常的な保全管理を適切に行っていく。 
 

④歳入歳出 Ａ 
光熱水費の削減に伴い、管理経費が縮減されている。 
 
 

⑤総合評価 Ａ－ 

おおむね良好である。施設の管理について、職員の意識向上が必要で

ある。 
 
 

８．課題への対応 
職員一人ひとりの職務能力に応じた、個人別の育成（研修）計画の策定及びその計画を踏まえたＯＪＴや

研修を充実させ職員の質をより向上させていく。また、施設管理の面では、施設職員に不具合発生の予防

についての意識を徹底させていく。 
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２

指定管理者施設管理評価シート（Ｈ18） 部 保健福祉部 課 高齢福祉課 
施設名 あさくさ在宅介護支援センター 指定管理者の名称 （福）台東社会福祉事業団 
１．指定管理者の概要（業務内容、指定管理者施設、経営の状況） 
【概要】台東区社会福祉事業団は、台東区の児童及び高齢者福祉の充実を図るため、台東区が出資して 
    １９８６（昭和６１）年１０月に設立した社会福祉法人である。 
【事業内容】児童部門…児童館（７）、こどもｸﾗﾌﾞ（１３） 
      高齢者部門…特別養護老人ﾎｰﾑ（３）、高齢者在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ（４）、地区ﾃﾞｲﾎｰﾑ（２）、 
            ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝ（１）、在宅介護支援ｾﾝﾀｰ（３）、老人保健施設（１）、 
            老人福祉ｾﾝﾀｰ（１）、老人福祉館（３）              の運営 
【経営の状況】（17年度決算ベース） 
  〔社会福祉事業会計〕歳入 2,454,919,911円、歳出 2,310,246,072円、収支差額 144,673,839円 
  〔公益事業特別会計〕歳入  344,134,864円、歳出  296,549,026円、収支差額 47,585,838円 
２．施設の概要（施設の所在地・規模等、施設によるサービス提供の概要・特徴、入所者数・対象者数等） 
【所在地】台東区浅草４－２６－２ 
【開 設】平成１０年７月１日 （８年経過） 
【建物概要】延べ床面積 ４５８８㎡のうち１０１㎡ 特別養護老人ホーム浅草内 
      鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造地上５階地下１階のうち１階の一部 
【職員数】３名 
（内訳）施設長（1・特養等と兼務）、介護支援専門員（2） 

３．事業の概要、自主事業 (事業によるサービス提供の概要・特徴、事業の目標(利用者数等)、自主事業) 

【事業の概要】福祉用具の展示、心身状況を踏まえた福祉用具の紹介、選定及び具体的な使用方法並びに住

宅の増改築に関する相談及び助言。 
       施設、付属設備及び物品の保全。施設内の清潔整頓、その他環境整備。  等 
【事業の特徴】事業団では、平成１６年３月に「高齢者福祉施設運営方針」を策定。 
       ①利用者本位のサービス提供、②地域福祉機能の充実、③透明性、信頼性の確保、④事業団 

らしさの発揮、⑤自立的、効率的運営の推進 の５つの基本方針を掲げている。 
【自主事業】 居宅介護支援事業 

４．施設の稼動状況（利用実績（利用者数等）、目標値と実績値の比較、施設管理、トラブル事例等） 
◆１７年度施設実績（年間）                                （件） 
 住宅改修 

理由書作成 
苦情 認定調査 

実施 
サービス 
担当者会議 

ケアプラン

契約（新規） 
ケアプラン

作成（延べ） 
件数 ６ ２４ ５００ ６５ ３１ ９４７ 

 
 

５．予算決算の推移（＊｢負担金補助及び交付金｣は１８年度より｢委託料｣に変更）     （単位：円） 
 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 

負担金補助及び交付金 1,617,000 1,295,000  

料金収入等 39,391,000 12,643,000  予 算 
管理経費 41,008,000 13,938,000  

負担金補助及び交付金 7,648,679  

料金収入等 36,954,530  

管理経費 40,785,858  
決 算 

収 支 3,817,351  
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６．評価項目 

①施設によるサービス提供 
(1)利用時間等の遵守[３]、(2)施設提供のための適正な人員配置[３]、(3) 設備･備品の貸出[－]、(4)利用者の
安全確保[３]、(5)利用承認、案内等の対応と接遇 [３]、(6)苦情等への対応と報告[３]、(7)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･
研修･実際の対応[３]、(8)利用実績[３] 
                               【標準 8項目、本施設は６項目を評価】 
②事業〕 
(1)施設の目的に沿ってｻｰﾋﾞｽを提供できているか[３]、(2)事業実施のための適正な人員配置[３]、(3)情報提供･
接遇[３]、(4)利用者数等の目標達成[３]、(5)自主事業はｻｰﾋﾞｽ向上に役立ったか[３]、(6)自主事業の利用実績
[３]、(7)苦情等への対応と報告[３]、(8)緊急体制･ﾏﾆｭｱﾙ･研修･実際の対応[３] 
                               【標準８項目、本施設は８項目を評価】 
③施設の管理 
(1)建物保守管理･設備機器安全確認[３]、(2)個人情報保護[３ ]、(3)備品の管理[３]、(4)清掃･警備・衛生管理
[３ ]、(5)指定管理者が行う修繕[３]、(6)省ｴﾈ･省資源･環境配慮[３]、(7)業務の外部委託[３]、(8)震災等への
対応[３]、(9)関係団体･地域との連絡調整[３]、(10)管理記録[３] 【標準 10項目、本施設は１０項目を評価】 
④歳入歳出 
(1)管理経費等の縮減、縮減努力[３]、(2)事業経費見直しによる収支改善努力 [－]、(3)利用者増等による収支
改善努力[３] 
                               【標準 3項目、本施設は２項目を評価】 
７．評 価 
 「Ａ＋」 (優 良)：協定等の遵守に加えて、ﾌﾟﾗｽｱﾙﾌｧのｻｰﾋﾞｽ提供、利用者数の顕著な増加等の実績がある。 
 「Ａ」 （妥 当）：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成している。 
 「Ａ－」 (課題あり)：協定等を遵守し、ｻｰﾋﾞｽ水準、利用者数等の目標を達成しているが、一部に課題がある。 
 「Ｂ」 （要改善）：一部、協定等が遵守できていない、又は不測の事態等により目標に達していない。 
評価の観点 評 価 課    題    等 

①施設によるサー

ビス提供 
Ａ 

 概ね良好に行われているが、介護サービス評価より、介護保険

以外の情報提供についても積極的に実施されたい。 
 

②事業（区の事業、

自主事業） 
Ａ 

 各項目とも良好な事業が行われている。 
 

③施設の管理 
（補修、緊急対応等） 

Ａ 
緊急な工事・修繕がなかった。また、日常の点検や清掃等も適

切になされている。 
 

④歳入歳出 Ａ 
 １８年度より地域包括支援センターが開設され、業務内容・職

員配置等変更が生じたため、変更に応じた運用が求められる。 
 

⑤総合評価 Ａ 

より良いサービス提供が求められるが、施設管理や事業におい

て良好な運営がなされている。 
 
 

８．課題への対応 
 
良好なサービス提供と施設管理がなされているが、よりよいサービス提供を目指すため、高齢者やその家 
族が自宅において安全かつ安心して暮らせるように、介護保険以外についても視野に入れ、積極的な情報提

供をしていく。 
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